




























(6) 北風 大畠 1985年物理学会 (秩,千葉大学 )で発表.論文準備中.1987年 Illinois大学物理学
科における議事録 (Non-equilibrium StatisticalPhysics)に詳細に述べてあります｡
確率過程量子化法 とカイラル ･アノーマリー
早大 ･理工 田 中 覚
確率過程量子化法 (StochasticQuantizationMethod,以下SQM)においてカイラル ･アノーマリ
ーを導く試みはすでにいくつかあり,一応,正しいカイラル･アノーマ リー が得 られることがわかってい
る｡しかし,古典論のどこが修正されてカイラル･アノーマ リー が出現するのかについては,これまで暖
味なままであった｡そこで経路積分量子化法においてカイラル変換のヤコピアンからカイラル ･アノーマ















































- lim 2ムdt∑¢*np(y)exp卜 (^ n/M)2〕境(Ⅹ)･M一ナ∞ n (9)
ここで,lnと¢nはそれぞれ カの固有値と固有関数である.
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中の"粒子 〝 ( その座標をqとする)に対する Schradinger方程式
-227-
